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《目的》

 韓 国の民俗舞踊 「サルプ リ」 の演舞 イメージ時

における神経生理学 的活動 を明 らかにする目的で、

イメージ中の脳波 活動 を記録 し、定量解析 した。

さ らに、演舞 イメー ジ中の変性 意識 レベルに関す

る主観的評価 を、Fmθ に注 目 して検討 した。被

験者 は、韓 国の民俗舞 踊である 「サルプ リ」 を30

年 にわた り習熟 し、現 在舞踊家 として活躍 してい

る女性 である。

《方法 》

 脳 波導 出は、国際10/20法 に従 い頭皮上19部 位

に電極 を配置 し、閉眼覚醒状態 にて、安静時脳波

(2分 間)お よび舞踊 イメージ中の脳波(10分 間)

をBiologic社 製Brain Atlasに よ り記録 した。10回

行 った実験 のデー タは後 日off-hneに て 、安静時脳

波 、イメー ジ時脳波 それぞれにおけ るFmθ 出現

時 と非 出現 時を各々別個 に20エ ポ ックずつ選 んだ。

なお、変性 意識 レベ ルの主観 的評 価 は、good群

(4回)とpoor群(4回)に 区分 し、Fmθ 出現

時 と非 出現 時を各々10エ ポ ックず つ選択 した。選

び出 した脳波 デー タは、2-30HzのFFT filterを通

した後 、脳波 の複雑性 の指標値 として有 用性が注

目 さ れ て い るOmega-Complexity (Wackermann, 

1996)を 算 出 した。更 に、変性意識 レベルの主観

的評価Fmθ の出現パ ター ンにおいて、最初のFm

θが認 め られるまでの潜 時 と、 イメージ開始直後

か らの30秒 間の間 に認 め られたFmθ の出現頻度

につ いて も検討 した。

《結果 》

 イ メージ時脳 波でFmθ 非 出現 時 は安静時 と比

較 して明 らかに脳波 の複雑性 は減 少 していた。 し

か し、同 じイメージ時 において もFmθ 出現時は、

非 出現 時よ り複雑性 は増加 していた(図1)。

 Fmθ 非 出現 時の イメー ジ脳波 における、変性意

識 レベルの影響 を検 討 した ところ、Fmθ 直前、

直後、前後及 び6秒 間 にFmθ の 出現 が認め られ

ない これ ら3つ の区 間いず れにお いても、goodと

poorと の 問 には脳 波の複雑性 に関 して、差異 は認

め られ なか った。 また、Fmθ 出現 時 の イメージ

時脳波 において も、goodとpoorと の 問に差異 はな

かった(図2)。

 次 に、最 初のFmθ が認 め られる までの潜時 と、

イメー ジ開始直後か ら30秒 間に認 め られたFmθ

の出現頻 度 を検討 した ところ、goodの 方 が 、Fm

θ出現潜 時は短 く、出現頻度 は多 い傾 向にあった

(図3)。

《考察 》

 「サ ルプ リ」演舞 イメージ中の脳波記録か ら、Fm

θ と変性 意識 レベルの主観 的評価 の関係 について、

脳波複雑性やFmθ 出現 パ ター ンにつ いて検討 し

た。

 *イ メージ中は、脳波複雑性 は低 下す るが、Fm

θの出現 に より、脳波複雑性 は逆 に上昇 する。こ

のこ とは、 イメージ とい う情報処理下 においては、

安 静時 よ りも高 い指 向性 を示 し、Fmθ は、その

上 に異 なった脳機 能活動 が重畳 した可 能性 を示 し

ている。

 *イ メージ鮮明度 の主観 的評価goodとpoorの

問 には、Fmθ の出現 の有無 に関 わ らず、脳波複

雑性 において差 異は認 めなかった。しか し、イメー

ジgoodで は、Fmθ の 出現潜時が短 く、出現 頻度

が高い傾 向 にあった。 このこ とは、変性 意識下の

イメー ジの質 とFmθ の出現 パ ター ンとの問 に関

連が ある ことを示唆 する といえる。

図1 舞踊イメ-ジ 中の脳波複雑性の変化

図2 変性意識 レベルの主観的評価 と脳波複雑性

図3 変性意識レベルの主観的評価とFmθ 出現パターン
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